



























ヒストリーに関する資料の収楽だった そのためには関部地区に厨られるガばかりではなく従京 名校教授のガ々をもお訪ねして談話 記録させていただいたし、当郊の創立に尽力しつつ亡くなられた成問削教授の遺族にお願いして、沢一反な記録制似を提供してい だいたりした。そうしてどうやらすでに埋れかけていたブレ を符階成するだけの資料が集まっ 時 、謎解きを来たしたようなよろこびさえ感じたものである。しかし出米上ったものは、教授会議心収録や学生州民党の抜き
4泣きのような味もそっけもないものに
なってしまった。舎かれ 廃史というものが、いかに多く 惚もれ 結問に当てられた一聞の光でしかな かを時間感させられる。
しかし今関の部局史の…料集を機縁にして、多くの資料を収集、務却し、次




































十人も数える削州市川館職員の設にというわけにもゆかぬ。結局、事務郎長が、とくに阪大勤務の長い掛長クラスの諸沼 資料鬼怒そ 他での協力を仰向ながら、原稿作成に当 てくれこの件もかた会ついた。東氏が、折から転勤の内一子宮受け身辺多事の中で、努力さ てたことは忘れられな 。でき上った草稿には私も悶討を通し、若一十手は入れた。いずれにしろ、その
時まず、奴大関市川館の際
ψんが如何に有為転変に満ちみちているかをあらため
て出制感させ れたものである。考 てみると、こ は大阪大学そのも のこの双十年の股史に相応じて ことにち いない。加えて大学 附印刷閉山詩的問というものが、とくにわが悶では大きく変貌しつつあ 、その反映でもある。そのな味で、今回は止むを得なかったが、この限られた紙数には収めき な
かった諸事実宏、せっかく集められた資料もあることだから、刷出の形ででも
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まとめておくことも考えるべきかと思っ 。実は今回「部間則前~級感」の寄稿を求められたとき、一泉氏に協力された諸氏に集まってもらい、いろいろ罰則を聞いた。その時山山た話では、やはり阪大の令部開仰の中で 、開和六年の大阪婦問大学創設以米あるものとして 関心滋館の変りょうは段もはげしいのでは九はいかということが、みなこぞっての発一一一同だっ
fに。医・限・工の一一
J学部が揃ったとき、凶書館職員は分館を入れて総勢
一間取引、それが今は、三線一人掛で定時以外脱判長も入れて二一口名前後になっている。このような話 関述し 、大学全体 急速た発肢のなか、資料が散侠し ことにあらためて気付いた いう。惚もれた資料は未だ幾らもあるはず、いまの中にそ 父になれば、それらを蒐集終潔できるはずだ、とも一…一一阿って た。平にして一五十年史資料・編集家
L
も山山米たことだし、そこで














教家が多く、多少紙数の超過したものもあるが御許しを阪いたいと思っている。応体学伝潔百年の自民日教室の歴史がすでに山山されているので医学部としての五十年史は書きやすかろうと思われた であるが、なかなかさにあらず、絞い女川却の山?にそれを全て収めることは、なかなか難かしいこ?乙である。現在なお全てが終ったわけではなく写真の選択に以を悩ませている次第である。医学部総記の下で記述に凶った は、大や紛争当時の校慌をいかに述べるかということである、援学部内の状況では特に封鎖という状態はなく、川川縦一般に引がはこんだ如くに見られるけれども、決してそうではなく、むしろ封鎖というような っきりした状態が生じ、それが解決さ ガが、後に残るしこりはなく、物ふれがはっきりしたように思えるけれども、 いう状態のないままに巡行したために、あとに残された純一々の問題 尽なひいて、すっきりしない まに時間を経過して米たという感じがするの あ 。しかしその時出 経過の中 努力がかさねられ 、どうやら今日にいたった いう感慨にうたれるのである。
大阪大学五十年史編祭だより(部局史)
医学部史編集後のうごきについて七百しておく。十五年前に遡るが医川宇部、
微研、学友会が共催して大阪大学医学伝前回百年一記念が行われたが、 の事業の一つに「医学問物館ないし資料館の設院」の一裂 あ た。先進欧米諸大学には必ず設絞されている大学ミュ
i
シプムにならい医学部にもというもの
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。紀要第一号を創刊してからすでに一年を経過しようとしている。第二万にたいする読者からの反響は褒反さまざま わたったが、次勾以降の継続希町議の方が予想を越えて多数にのぼり、日下的部数の必要に迫まられている。これをもって編集室では、まず好一縦であったと自殺している次第。本町方収放論文には阿部彩、宮本又次、一一一谷被燥の一一一氏から一一一節を取殺した。阿部論文は本学創設時の交政審議会での審議の総子とその梓況の考祭が扱われていて、五十年史編集には不可欠 部分である。山口玄澗は本学医学部、微研にとっては大恩人の一人 あるが、宮本論文は彼の立志伝的な生い ちと商業内総営の追跡をとおし 、大阪が生んだ特異な商人像を紹介された。一…一谷論文は先きに刊行した『写真集大絞大学の五十年』収放の同町史として執筆されたものである。写哀楽で 紙数の関係で短絡を余儀なくされたが 本口 は 全文合間向殺 た (松田武)八〉本号では肢談会の記事が一二つ入ることになった。法文学部創立のころの様子を、多くの先議方の託…一…一向 得て、現時点 はっきりつかんでおきたいとのな向から、同じような内容の陵談会を二つ入れたため あ 。文学部ぃ怪談会 関れて もう二年半もたつてしまい、ご山山防省 うち天野利武名誉教授が附和五十・九年十二月に物飲され 。市総研際談会は同研究所創立四十周年一記念行引の渇載させていただいた。座談会編集担当は次の各氏。法文学部の創設と文学部梅渓、協凶法学部の人立日をめぐる熊谷2版業科学研究所凶十年のあゆみ隊出
間以として行なわれたものな
(大西愛)
。五十年史郎問問史一総はタイプ原稿を作り終え、各部局 修正中、新年度早々より本印刷にかかる予定である。また、通史…紛のガは、第一次日次案に基づ 、これから執祭者について検討するところである。五十七年度はこ よう 部局史・通史の阿ガの編集を少ない人民ですすめなければならないため、新しい機械を入れて編集作業 大いに役立てようと一向はりきっている。
。てへ
i
ジ参照のうえ、ふるって、ご投稿くださるよう
八〉第一一一号原稿募集はお阪いします。なお本紀要編集委員のうち、原mmh山也氏は本年四月一日付で退官されたので、編集委員は次の各氏
中馬一郎(委員長、医学部)
総渓芥(文学部)脇
m修(文学部)
熊谷間洲作(法学部)
作道洋太郎(経済学部)
芝析出土八(理学部)川柳川明(工学部)
水野克彦(教養部)
(塚本女子)
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